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遊び心・ＳＤＧｓ・共生共創

・名古屋のＳＤＧｓ、持続可能な社会の
ワークショップをサポート！



経験を
伝えたい！

こんな悩みは、ありませんか？

困った。
助けて欲しい！

毎日が
充実しない！

でも、こんなハードルは、ありませんか？

伝え方が
わからない！

誰に、どこで
いつ、聞こう？

勉強は
続かない！

こんな解決法、試してみませんか？
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ご提案内容
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①ゲームを使ってＳＤＧｓ
を学び、対話を練習。

②居場所を作って
悩みを相談。

③ワークショップを行い
仕事を興味付け。

遊びと相互理解から、コミュニ
ケーションを能力を高め、みん
なで豊かになる手法を探ります。

親睦を深めた後、悩みを
相談して解決法を探ります。

続けられる仕事を見つけて
頂き、仕事の定着率を向上。 教え方を研究し、人脈を増やして、

地域活性化に貢献しましょう。

営業
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④学びを広める。



ゲームの紹介

ファシリテーター
江原道雄
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ワークショップ人数
計3～12人
(３～4人×３卓)

所要時間

120分
（8０分も可能）

対象年齢

中学生
以上

ゲームの
準備、
ご説明

1回目の

ゲームプ
レイ

２回目の
ゲーム進
行の説明

チーム内

相談、友
達作り、

２回目の

ゲームプ
レイ

対話の
振り返り

学べること
・持続可能な社会を作るために、必要な行動や、考え方が身に付きます。
・障碍のある人たちや、高齢者が必要とするサポートを、楽しみながら学べます。
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ゲームの概要：
所要時間、学べること



◆ゲームの紹介：
資源を使って商品を作ります。各商品
にはポイントが記されています。
多くの商品を手に入れて、一番多くの
ポイントを得たプレイヤーが勝利します。

資源には再生可能な原料と、消費して
枯渇する原料があります。

地球の資源が枯渇しないようにするには、
各プレイヤーがどんな事に気を付けて行動した
ら良いでしょうか？、

行動を変えることで、未来が変わることを、
体験できるゲームです。

『Ｇｅｔ・Ｔｈｅ・Point』

◆開発者：門川良平◆学べること：
・持続可能ってどういうこと？
・持続可能な社会をつくると、

私たちにとってどう良いの？
・必要な姿勢・マインドって？

・主に「教育×遊び心」をテーマに活動中
・株式会社ベネッセコーポレーションにて教材
開発などを担当。退職後、小学校教員を経て、
2019年、すなばコーポレーション株式会社を
創業
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他のゲーム： 『ワンダーワールドツワー』
共生社会の実現に向け、色んな特徴を
もった旅行者になりきり、多様なメンバーと
一緒に旅行に行き、ミッションを時間内に
クリアするゲームです。

疑似体験を通じて、触れ合う機会が少な
い障害者や高齢者や子供の困りごとに気
付けます。

互いに助け・助けられる経験ができます
ので、一緒に過ごす楽しさを学び、考える
ことができます。

・心身に障がいのある人たちが必要と
するサポートを、楽しみながら学べます。

・ＡＤＨＤなどの障害がある娘を、育てる母親が開発。
・東京大学大学院、協力研究員。
・障害当事者からの講義を実施。
・一般社団法人しごと・しあわせラボ理事で
インクルーシブな社会の実現に向け活動中。

◆開発者：高橋真◆学べること：
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全体の進行の流れ

ファシリテーター
江原道雄
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全体の所要時間：約１８０分
事前
アンケート
にご記入

PEATIXから
料金を
事前振込

会場で
チケットを
ご提示

ゲームの
準備、
ご説明

1回目の

ゲームプ
レイ

２回目の
ゲーム進
行の説明

チーム内

相談、友
達作り

２回目の

ゲームプ
レイ

ワーク
ショップの
ご提供

アンケート
にご回答

お悩み
相談

解散

ご入場

対話の
振り返り

ワークショップ

40-80分

ご相談時間

20分

受付

ファシリテーション

80-120分

営業
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お客様の
ご参加

仕事の
振り返り



ワークショップ（仕事体験）や
ファシリテーション（話し合い）の
目的

ファシリテーター
江原道雄

遊び心・ＳＤＧｓ・共生共創

営業
資料
11/25



【質問】
取り残されてる人 が つながり暮らせる社会

貧困

絶縁 暴力

離職

差別

高齢
障害

言語

仕事

参加

住居
教育

医療

高齢
障害

言語

「 共生社会 」を知っていますか？
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・さまざまな状況や状態になった人が、
分け隔てなく暮らしていくことのできる
社会のこと。

・障碍のある人も、ない人も、支える人と、
支えを受ける人に分かれることなく、
供に支え合い、様々な人々の能力が
発揮されている活力ある社会のこと。

・そのために「心のバリアフリー」を
実行していく必要があります。

【 https://www.mhlw.go.jp/index.html 】
厚生労働省ホームページ、@地域共生社会のポータルサイト より引用
【 https://www.mhlw.go.jp/kyouseisyakaiportal/ 】

地域共生社会とは？

・制度・分野ごとの『縦割り』や、「支え手」「受け手」という関係を超えて、
地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が
世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、
地域を、ともに創っていく社会を指しています。
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●教科書を勉強しても、
仕事に結び付きません。

（勉強が役に立つの？）

●仕事体験や対話練習を行った
経験が多いとウツ病予防に
なります。

朝日新聞、21年9月9日による。

●ワークショップを体験すると、
興味が沸く仕事が増えます。

●興味のあることの 調べ物
（勉強）なら長く続けられます。

●興味のある仕事を選べば、満足
感のある働き方ができます。

仕事体験や対話練習を行うと
仕事の定着率が上がります！

●休養・精神科医の指導で改善するのは、
青枠だけで、下の赤枠は改善しません。

●生活習慣が改善されていないので、休
養しても復帰後に、うつ病を再発します。

休養

対人スト
レス減

薬物療法

脳内ホ
ルモン

カウンセリ
ング

慰め
共感

環境改善

運動スト
レス発散

睡眠
習慣

食事
栄養

職場の配
慮

復職練習

認知行
動療法

計画の立
て方

書類の書
き方

人への伝
え方

作業療法

協調・臨
機応変

職場
体験

就労
支援

福祉
作業所

教室では生活習慣を改善し、
心身の不調の予防をします。

読書

聞く

眺める

討論

自ら体験

伝える・教える

営業
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●他人とお話すると、自分の考え方
が柔軟になり、職場に馴染めます。



ワークショップ（仕事体験）
①：食品の製造体験
②：販売ワークショップ

●調理実習で、仕
事の段取りや整
理整頓のスキル
ＵＰを図ります。

ファシリテーション（対話練習）
③：語彙力向上ファシリテーション
④：ＩＣＴ技術の向上

●ＰＣを使って食品シー
ルを作り、スキルＵＰ
を図ります。

●栄養とココロの関係を
学び、読書の習慣を授
けます。

●動画を作る授業も
あります。ＩＣＴ
技術が向上します。

●発声練習を行うの
で、人前で話す自
信が付きます。

●マルシェに出店し販売
実習。非言語の協調性
能力を高めます。

●他店に仕事の楽しさを
インタビューして、仕
事選びの幅を広げます。

●砂糖の取り過ぎ、
精神疾患のリスク、

朝日新聞21年11月１１日

営業
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●ボードゲームを使
って、対話を促し
友情を育むことで、
相談相手を増やし
ます。



講師紹介・授業実績
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◆講師紹介

◆活動実績

◆経歴

・2017年、愛知障害者職業センターの後援を得て、障碍と職務内容に関するスピーチを開催。
・2018年、名古屋市教育委員会の後援を得て、栄養とココロの、ワークショップを開催。
・2022年、ＮＰＯ法人ICDSの後援を得て、青少年交流プラザで雇用に関するスピーチを開催。
・2022年、名古屋市役所環境局の後援を得て、環境保全と農福連携に関するワークショップを開催。

（中日新聞、10月12日、12面に掲載）。
・2022年、名古屋市役所こども青少年局に登録し、寄り添いサポーターとして活動。
・2023年、名古屋市北区、夜間中学校を考える会、キャリア教育ファシリテーターとして活動。

・1973年生まれ、出生時、脳の一部が発達不足に陥り、発達障害になる。
就職後、障碍を原因とし適応障害を併発。うつ病の診断を得て退職へ。

・その後、心理学・栄養学・運動によるストレス発散を学び、企業に再就職。
入社後は、新卒のメンターとして活動し、離職やうつ病の予防に貢献。

・さらに、うつ病の予防と発達障害の就労に関し、講師としても活動。
講師として指導法に迷う中、アクティブラーニングや、ゲーミフィケーションの
手法に巡り合う。その後は、ゲームを使って、人とヒトとの相互理解を促し、
悩み相談を行う居場所づくり事業へと刷新。

・現在も、持続可能な共生社会づくりへ向かって、挑戦中。

営業
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・2018年、名古屋市教育委員会の後援を得て、
栄養×心×香りのワークショップを開催

営業
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●職場定着のコツ

１：障害の特性を活かした、仕事の覚え方を訓練。
２：長話をしてしまう原因を考え、対策を練習。
３：ストレスを運動と気分転換に分けて、発散。
４：人との距離感は、カテゴリー分けして考える。
５：やる気の継続と、栄養や運動の関係性を学ぶ。
６：終了時刻を決めてから、始業する習慣を促す。

●発達障害には、以下の特徴があります。

▶人の気持ちを、汲み取る事が苦手。
▶深く後悔し、次の仕事が手に付かない。
▶優先順位を付けて、作業する事が苦手。
▶視覚聴覚嗅覚などの、感覚が過敏。

●職場で発生しがちな問題

▶母親に求めるサポートを、上司に求める。
▶ミスが多く、任せられない。
▶仕事の期限に、間に合わない。
▶感覚過敏が原因で、集中できない。

●得意分野を伸ばし、自信を付けると同時に、
ご家庭の環境を職場に近づける努力が必要です。
親子で共創して、生活習慣を改善しましょう。

・2022年、ＮＰＯ法人ICDSの後援を得て、
名古屋市青少年交流プラザでスピーチ

営業
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・2022年、名古屋市環境局の後援を得て、
環境保全と農福連携に関するワークショップ

営業
資料
20/25



イベントのご提案
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☎: 090-5635-7374
📲: @604bwbap
👉めいとうSDGs体験会

⏰9時-１1時
※高校生と中学生と

障碍者は1000円

🛫1体験：80-120分
👥定員：3～12人
(3-4人×３卓）

北区大曽根３丁目１３−１７

６
番
出
口

💰2000円

営業
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大
曽
根
駅

大曽根ｵｿﾞﾝｱﾍﾞﾆｭｰ会館で

📅 ６月25日(日曜)



☎: 090-5635-7374
📲: @604bwbap
👉めいとうSDGs体験会

北区大曽根３丁目１３−１７

６
番
出
口

営業
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大
曽
根
駅

⏰11時-１2時

大曽根ｵｿﾞﾝｱﾍﾞﾆｭｰ会館で

📅 ６月25日(日曜)



お問い合わせ先

ファシリテーター
江原道雄

遊び心・ＳＤＧｓ・共生共創
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事業者紹介：めいとうＳＤＧｓ体験会

◎様々な境遇にある方の仕事定着支援

◎JAMHAﾒﾃﾞｨｶﾙﾊｰﾌﾞ教室

・栄養と運動による、ウツ病予防授業
・調理練習で、仕事の段取りを向上

・発達障害の特性を軽減する授業
・ボードゲームを使って、対話力向上

◎販売業のコンサル業

・対人恐怖を減らす、接客訓練
・数値で達成度を測る、仕事練習

詳しくは公式LINEをご登録の上、お問い合わせ下さい。
・ＰＣホームページ： https://sdgs-meitou.com/
・LINEホームページ： https://lin.ee/kMP1ABj @604bwbap
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・動画作りで魅力発信とICT技術の向上

https://sdgs-meitou.com/
https://lin.ee/kMP1ABj
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